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 ヘルマン・バウジンガー （1926 年生） はドイツ民俗学界を代表する一人で，特に民俗学
という学問分野に変革を促した理論家・改革者として知られている。1961 年に刊行され
た最初の主要著作『科学技術世界のなかの民俗文化』は，ドイツ語圏の民俗研究への批判
の上に提示された新たな指針であった （英語訳 1990 年とイタリア語訳 2006 年の他，日本
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第二章：国民性の検証
１．お国料理  ―  食と飲み物への寸評    3
２．狭くても気楽なのが……    9
３．同じ所に住み続け，そして旅行が大好き   15
４．くつろげるのが何より   21
５．ドイツ人は三人寄れば一クラブ  　（以下次号）
６．自然と歴史   
７．規則は生きることの半分   
８．冗談が分かるの？   
 参考文献
 訳注




踏み入れるや，そこで ＜お国名物＞ （Nationalgerichte） や ＜お国料理＞ （Nationalspeisen）
に出会うのは昔も今も変わらない。これらの言葉はメニューに載っており，ボーイ（おそ
らく地元の人間であろう）もお品書きのなかのそうした特別料理を勧めてくれる。しかし，
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とは言っても，何世紀ものあいだそこにはセンチメンタルな関係など
無かったことは，ふるさと
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愛知大学　言語と文化　No. 20
逆に言うと，それ以外の人々は ＜ふるさと無き者＞ （無宿人） である他なかった。今その一
端を挙げた諸々の権利がみとめられず，まともに足を着ける場所をもたない人々である。
ようやく 19 世紀後半になって，工業化によって頻繁な転居が必然的となると共に，ふる





















































































































女はゆったり屋 （Gemütsmensch） だ，あるいは単にゆったりしている （schlichtes 
Gemüt） と言うと，それは，温かさを意味するより，むしろ鋭敏な理解力の欠如を指して
いる。＜寛厚な＞ （gemütvoll） も改まった言い方で，用いられるのは，例えば追悼の辞で
ある。しかし ＜くつろいだ＞ （gemütlich） という言い方は不可欠である。コマーシャルで
もありとあらゆる商品にとって，この語は無いわけにはゆかない。日常生活でも同様で，
多くのものが ＜くつろげる＞ と言い表される。因みに，若者の言葉遣いについて，往々，
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 （Gemüt） から派生するあらゆるものを否定するのではない。くつろげる
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（gemütlich） のは，くつろぎ




 くつろいだ気分 （Gemütlichkeit） には，ノスタルジーの契機がひそんでいる。それは後
退と閉鎖を前提とする。前節の ＜狭さ＞ のテーマへの傍証をここで取り上げる必要はあ
るまい。くつろげる




































































批判的に言われることだが，主婦の担当分野は３K であった。子供 （Kinder），台所 
（Küche），教会 （Kirche） である。つまり，教育，食事とその他の家内仕事，最後に生活
における情感の側面であり，そこで重要な意味をもったのがくつろぎ































































 これらの諸事例において繰り広げられるのは，＜ゲゼルシャフト （社会）＞ に対抗するも
のとしての ＜ゲマインシャフト （共同体）＞ である。ゲマインシャフトは，組織化や目的設
定によって成り立った結合ではなく，原初的であるとされる。ゲマインシャフトとゲゼル
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